
 

 

 

 

     

  続報・メタセコイアへの落雷 

                             校長 勝部 千良 

 ８月号に続き、７月下旬に落雷を受けた本校のシンボルツリーであるメタセコイアの木

の今後の対応についてお知らせします。今後の点検を含めた維持費用、将来的な安全性の

確保などの観点から検討し、伐採をする方向で進めてまいります。時期については未定で

すが、学校としては現在、今年度の秋のうちには伐採したいと考えております。最終的に、

切り株は残ることになりそうですので、伐採後の木周辺のエリアをどのように活用してい

くのかについては引き続き学校で検討していくことになります。とても残念ではあります

が、地域の皆様にもお知らせいたします。 

 

 

7 月 20日（土）夕方、吉高支援協議会の皆さんが主体となり本

校敷地内の草刈りを実施して下さいました。町長・副町長をはじめ

PTA や支援協議会の方々など多数の皆様に協力していただき、ボ

ランティアとして参加した生徒たちも共に汗を流し、気持ちのよい

環境を作ることができました。暑いなかご協力いただいた皆様、本

当にありがとうございました。 

 

 

８月１日（木）から大分県で開催されたインターハイの硬式テニス団体戦・個人戦（シ

ングルス・ダブルス）に出場してきました。団体戦への出場は、本校では初の快挙です。

結果はシングルス（加藤）が 3 回戦まで進み今大会で優勝した法政第二高（神奈川）に１

-８で敗れましたが、全国ベスト 32 に入りました！その他の選手も大いに健闘しました。 

【加藤那菜さんコメント】３年間で一番良い結果で終えられて良かったです。皆さんに応

援して頂いたおかげで精一杯頑張れました。ありがとうございました！ 

 

 

８月５日（月）～７日（水）の３日間で、

毎年恒例の中高一貫教育サマースタディキャ

ンプを開催しました。吉賀町内の中学生と本

校生徒１０数名が参加をし、それぞれの宿題

を教え合ったり交流を行ったりしました。ま

た、大学生も２名参加して大学生活の様子を

中学生と高校生に伝えてくれました。 

 

 ８月２３日（金）に１年生がアントレプレナーシップ教育で青山学院大学・法政大学・桜美林大学の学生２０名と

交流し、共に町内へフィールドワークに出かけました。大学生と初めて対面しグループディスカッションで親睦を

深めたり、フィールドワ

ーク先でインタビュー

をしたりするなど、貴重

な体験をさせていただ

きました。ご協力いただ

いた地域の皆様、青山学

院大学・法政大学・桜美

林大学の皆様、ありがと

うございました。 
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中高一貫教育 夏休み「スタディキャンプ」 

高大協働研究～夏～（with 青山学院大学・法政大学・桜美林大学） 

地域の方と草刈りをおこないました 

硬式テニス インターハイ出場！ 



 

 

 

台風の影響で日程を変更して、８月３１日（土）、９月１日（日）、２日（月）の３日間でよしか祭を開催しました。

文化祭では、準備してきた成果やそれぞれの個性を発揮して創意工夫ある発表や展示を行いました。また、コロナ

禍以降中止となっていた吉高マーケットが復活し、各クラス特色のある商品の販売を行いました。PTA屋台ではカ

レーを振舞っていただきました。体育祭では、暑さに負けず真剣に競技に取り組む姿やお互いに応援し合う姿が印

象的でした。生徒 1人 1人が主役となり、全員の力で「Best Youth～最高の青春～」を創り上げた３日間となり

ました。地域保護者の皆様、沢山ご来校いただきまして誠にありがとうございました。 

  文化祭 ８月３１日（土）・９月１日（日） 

〈生徒会企画〉      〈部活動展示・お茶席〉                       

 

  

 

 

 

 

〈有志企画〉                                       〈音楽部発表〉 

 

 

 

 

 

〈吉高マーケット〉  

 

 

 

 

 

  体育祭 ９月２日（月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈青組組長 矢野 七海 さん〉                           〈赤組組長 鈴木 健太 さん〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 R６年度 学園祭「よしか祭 445(よしこー)～Best Youth～」 

怒涛の 3 日間でした。今年のよしか祭はこの３

年間で一番楽しかったです。色々な準備が重な

りとても忙しかったのですが、幸せな時間でも

ありました。残り半年しかない高校生活を一日

一日大切に噛み締めていきたいです。赤組の３

年生には助けられてばかりでした。みんなの力

がなければここまで楽しい体育祭にはならな

かったと思います。１・２年生も３年生の背中

を見て歩んでいってほしいです。 

準備期間含め、とても忙しくて重厚なよし

か祭でした。よしか祭に対する様々な思い

があり、その思いの違いで見解が分かれる

こともありましたが、それも各々が本気で

よしか祭を成功させようとしていたから

だと思います。体育祭では青と赤が互角に

戦い、最後まで全力で楽しむことができま

した。青組の皆さん、最後までついてきて

くれてありがとうございました。 


